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戦前期甲府における卸売・小売物価指数の推計

　　　　　　　　　　　一1873－1938年一

加　藤　要　一

　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　本稿は，戦前期の山梨県の経済史を分析する基礎的作業として，戦前期甲

府における卸売物価指数と小売物価指数を推計することが目的である．従来，

戦前期の物価指数の推計は，東京や大阪を中心とするものが多かった。例え

ば，大川［1967］1〕，有田・中村［1992］が東京の物価指数を，尾高［1972］，

斎藤［1975］が大阪の物価指数を推計している．これは，この両地域が長期

にわたって政治・経済の中心として栄え，物価資料が多く残存していること

によるものと考えられる．

　しかしながら，こと戦前期を扱う場合には，この両地域以外の地方の物価

動向にも注目する必要がある．その理由は，時代を遡れば遡るほど，物価の

地域間格差が大きかったと考えられるからである．物価の地域間格差を生じ

させる要因としては，地域内の生産物の需給関係・賃金・地代・利子などの

生産要素価格，技術水準，貨幣量，商業マージンや輸送費用の占めるウエイ

トの相違などが考えられる．各地域の経済圏の独立性が高いほど・これらに

大きな相違を生じさせるであろう．

　徳川期の日本は，幕藩制の下，各藩が独立した経済単位となっていて，物

価の地域間格差が大きかった．それが，明治期になると藩の障壁が取り除か

れ，海運・道路・鉄道などの交通機関や，電信・電話などの通信網が整備さ

れるにつれ，次第に地域間の経済構造の相違が平準化し・輸送費用も低下し

て，物価の地域問格差が縮小し，やがては全国的な統一市場が形成されるに
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至ったと考えられる、

　こうした過程を分析する上では，地方の物価動向にも注目することは必要

不可欠であろう．この意味で，四国の松山という一地方都市の戦前期の物価

動向を扱った，岩橋［1992］は意義深い．しかし，この岩橋［1992］では，

総合物価指数を算出する際の，各晶目のウエイトは，大川［1967］を参考に

して，米に30％，ほかの33晶目の単純平均値に70％とし，これを全期間

にわたって固定して与える手法を採っている．この手法は，ウエイト作成に

必要な原資料の乏しい徳川時代の物価指数の場合では，致仕方がないが，明

治以降であれぱ，『府県統計書』には生産統計があり，また各種『商業統計』

があって，まだ採りうる方法はあろう．特に地域ごとの経済構造の違いが大

きい戦前期では，その違いを反映した総合物価指数を作成すべきであろう．

　本稿では上記のような問題意識で，山梨県甲府市の卸売・小売の両物価指

数の推計を試みた．甲府の物価指数については，すでにTussing［1966］

が推計を試みているが，期間が1880－1911と短く，採用晶目も12品目と少

ないことから2），本稿ではこれを大幅に改善したい．本来なら，相対価格の

分析，全国レベルの価格との比較など，詳細な分析まで踏み込む必要がある

が，紙幅の関係でこれらは別稿に譲り，本稿では第一着手として，まず卸

売・小売物価指数の推計過程に絞って説明し，最後に推計結果を掲出する．

1甲府の物価資料の検討

　本稿において甲府の物価データとして利用した物価資料について，出典，

調査主体，資料間の関連について検討する．

　I国立公文書館・内閣文庫所蔵のr各地物価表』

　　①　『従明治六年十月　至同七年九月　各地物価表』

　　②『明治七年十月至十二月各地物価表』

　　③『各地物価表明治八年自一月至九月』

　　④『明治八九年物価表』（明治9年1月，明治8年10月，ユ1月，12

　　　月分記載）
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　　⑤『明治九年物価表』（明治9年2月，4月，8月分記載）

　これらの資料は，それぞれ別々の冊子になっているが，明治6年10月か

ら明治9年8月まで時期的にほぽ連続していて，記載のフォーマットをみて

も，調査地域が東京，大阪，西京（京都）の客都市と甲斐国などの旧国ごと，

調査間隔は各月，調査品目は多少の変更はあるもののほぼ，米，麦，清酒，

大豆，塩，水油，醤油，濁酒，焼酎，味琳，石炭，銘酒，白酒で統一されて

いることから，一連のものと考えられる．この物価調査は大蔵省から出され

た一連の達3）に基づくものである．このことは，上記資料①の表紙に「大蔵

省達書二相添」とあることと符合している．よっ七調査主体は大蔵省であ

る4）．資料からは卸売段階価格か小売段階価格かは判明しないが，卸売段階

価格である可能性が高い．

　本稿では，上記資料の甲斐国のデータを採用した．採用晶目は後の資料と

のリンクを考えて，米，麦，清酒，大豆，塩，水油，醤油である．

　II『帝国統計年鑑』

　第6回『帝国統計年鑑』の第81表～第84表に，「府県及北海道米相場」

のほか，麦，大豆，酒の相場が掲載されている．データは各道府県ごとに，

明治8年から19年まで，単年ごとの数値が掲載されている．19年価格が後

述の『農商務統計表』の数値と一致していることから，卸売段階価格と思わ

れる．本稿では，この山梨県のデータを採用した．

　III　r農商務統計表』

　第2次『農商務統計表』から以降，「都邑物価」が掲載される．データは

都市ごとで，甲府のデータは明治19年から33年まで掲載され，34年以降

は調査地が変更されて甲府は掲載されなくなる．明治19年から26年までが

単年ごと，27年から31年までが3，6，9，12月の数値，32年が7月～12

月の各月の数値，33年が1月～12月の各月の数値が掲載されている．晶目

は一連の「農商務通信規則」に準拠したものである5〕．この各月の数値につ

いては，「米ハ上中下三等二区別シ其他ハ都テ中等即チ並晶ノ卸相場二拠リ

毎月十日間二一日即チーヶ月二三度（例ヘハ五ノ日若クハ六ノ日ヲ以テスル

930



　　　　　　　戦前期甲府における卸売・小売物価指数の推計　　　　　（137）

カ如シ）ノ相場ヲ平均シ6）（下線筆者，以下同じ）」とあり，卸売段階価格

であることが半■j明する．

　IV　『勧業年報』

　山梨県の勧業年報は現在発見されている分が，明治12年『山梨県勧業年

報』，17年『山梨県勧業統計書』，18年～20年の3年間の合本『山梨県勧業

統計書』，35年，36年，37年，38年の各『山梨県勧業年報』の合計8柵分

である7）．このうち物価表を掲載しているものが，18年～20年の3年問の

合本，35年，36年，37年，38年の5冊である．18年～20年の3年間の合

本には19年と20年の，35年，36年，37年，38年には各年の甲府の物価表

が掲載されている．各年とも1月～12月までの各月の数値が掲載されてい

る．品目は前述の「農商務通信規貝1」」に準拠したもので，『農商務統計表』

と『勧業年報』の物価表は同じソースから採った同系列のものである．よら

て数値は卸売段階価格である．これら「農商務通信規則」に拠った物価系列

を，本稿では「農商務系列」と呼ぶことにする一

　V　『県統計書』掲載の物価表

　『山梨県統計書』には，甲府市に関して次の①～⑤の系列の異なった物価

表が掲載されている．

　①「重ナル物品ノ相場」

　　晶目：生糸，繭，洋繰綿，和繰綿　期間：明治17年～36年

これには最高値，最低値と平均値が記載してあるが，この平均値は最高値と

最低値の中位値である．「府県統計書様式」によれぱ，「其市街二於テ最モ多

ク売買ヲ為スモノヲ掲クヘシ」とあるが，卸売段階価格か，小売段階価格か

は不明である．しかし，上記の晶目はいずれも，小売段階には出回りにくい

ものなので，卸売段階価格と思われる．

　②「日用品平均相場」

　　品目：精米，大麦，酒，醤油，味噌，塩，種油，薪，炭

　　期間：明治13年～36年

「府県統計書様式」によると，これらの晶目のうち，酒と種油以外の数値は
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「徴発物件一覧表中ヨリ事実ヲ採集」したものである8〕．（この「日用晶平均

相場」系列を本稿では，「徴発系列」と呼ぷ．）この「徴発物件一覧表」の

「物価表」データについては，梅村ほか［1983］によれば，卸売段階の価格

であると推定されている9）．

　③「物価（甲府市）」

　　期間：明治37年～大正14年　数値：3，6，9，12月の平均

　　晶目が「農商務通信規則」と一致しているので，この表は農商務系列の

　データと推定できる．数値は卸売段階価格であろう．

　④「物価（甲府市）」

　　期間：大正13年～昭和7年

　　晶目数は，③に比ぺると極端に減少する．品目と数値から，これは「甲

　府商業会議所統計」からの一部抜粋と推定される．

　⑤「物価（甲府市）」

　　期問：昭和8年～13年　数値：3，6，9，12月の平均

　　品目数は，④に比ぺれば格段に増加する．

　　物価表欄外に「甲府商業会議所調査」との記載があり，一部抜粋をとり

　やめ，全部掲載するようになったようである．上記資料④⑤と後述のVI

　のような，商工会議所調査をソースとするものを本稿では，「商業会議所

　系列」と呼ぶ．④⑥ともに卸売段階価格である．

　VI『甲府商業会議所統計』（東呆商工会議所図書館所蔵）

　大正4年～9年は小売価格が，大正11年～昭和7年は卸売価格が記載さ

れている．小売価格は掲載される期間が短いため，採用しなかった．数値は，

1月～12月各月平均だが，県統計書とのリンクのため，3，6，9，12月平均に

計算し直した．

　VII『県統計書』の生産統計

　上記I～VIの，物価そのものの調査の他にも，生産統計から物価を推定で

きる．『山梨県統計書』には，明治後期から「生産価額（＝生産総額）」が記

載され始める．山梨県全体の生産価額を生産量で除した値，つまり1単位あ
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たりの価樒を，代理数値として採用した．この生産価額の算出方法について

農商務省は，全般的注意として「価額計算方二就キ特二其法ヲ記載セサルモ

ノハー般卸売椙場（問屋ヨリ小売商人へ売渡ス直段）ヲ以テ計算スヘソ」と

指示して・個別の晶目・例えぱ木材・薪炭の価額については「価額ハ凡テ山

元相場ヲ以テ計算スヘシ」と指示しているlo）．だが後年，前者の全般的注意

のほうは，「其ノ地方市場相場ヲ平均シタルモノヲ以テ計算スヘシ11）」とな

り，卸売価格か小売価格かを断らなくなる．しかし恐らく，先年来の卸売価

格による方法が踏襲されたと思われる．

　上記の資料加ら得られたデータは，事実上すべてが卸売段階価格である．

小売物価指数を推計するには，本来なら小売段階価格が得たいところだが，

史料的に不可能であるので，卸売価格と小売価格の動きがパラレルであると

仮定して・卸売価格を小売価格の代用として用いた．トレンドを見るための

指数として竿用する場合は，この方法でも問題は少ないであろう、

　本稿で扱う全期間にわたって・同一の資料から一本の連続した価格系列を

得ることは不可能である。いくつかの資料を組み合わせて価格系列を作成せ

ざるを得ない．この価格系列のリンクは，表計算ソフトのワークシート上で

おこなった。その方法の代表的なものを挙げれば，二つの価格系列をリンク

する場合は，重なっている期間の比率を計算し，その比率をどちらかの系列

に乗じてリンクする方法，価格データが一期間欠落する晶目は，価楮変動の

相関係数が高い品目で推定する方法などである．このワークシートは，紙幅

の制限のため掲出しなかうたが，今後の課題としての晶目別の分析に資する

ことにしたい．リンクの結果，データがなるべく長期にわたって得られるも

のを採用した。採用した品目数は，表1に掲げた．

　　　　　　　　　　　　2　ウェイトの作成

　物価指数の推計方法には，代表的なものにラスパイレス式とパーシェ式と

がある12）．この両式を比較すると，ラスパイレス式は，一旦ウエイトを決め

てしまえぱ。あとは比較時点では価格だけを調査すればすむのに対し，パー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　933
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　　　　表1期間別採用晶数とウエイト作成資料

I 1
1 m

期　　間
1873～1901 1899～1924 1922～1938

ウェイト年次 1900 1918 1939

873～ 880～ 886～ 894～ 899～ 905～ 911～ 922～ 930～
1881 1887 1895 1901 1907 1913 1924 1932 1938

農産品 3 3 10 11 13 45 58 60 63

農産物 繭 1 1 1 1 1 1 1

畜産品 1 3 3 3 5 5

材木類 4 4 12 12 12 5 8
林産物

薪　炭 2 2 2 2 2 2 2 2

卸 水産物
3 4

食料晶 3 4 9 9 9 9 7 1O 11

被服・繊維品 11 11 iO 9 9 13 21

身の廻りの晶 3 4

燃　料 1 1 2 2 2 3 3 4 7
±
冗 工産物 肥　料 2 3 3 3 3 5 6

紙　類 2 2 2 2 2 1 5

金属類 2 2 3 3 2 4 8

建築材料 3 3

化　学 5 13

合　　計 7 10 45 48 60 92 102 124 161

農産品 3 3 1O 11 9 38 51 53 56

農産物 繭

畜産晶 1 3 3 3 5 5

材木類 4 4 12 12 12 5 8
林産物

薪　炭 2 2 2 2 2 2 2 2

小 水産物
3 4

食料品 3 4 9 9 9 9 7 1O 11

被服・繊維品 1o 10 9 8 8 12 20

身の廻りの品 3 4

燃　料 1 1 2 2 2 3 3 4 7
十
冗 工産物 肥料 2 3 3 3 3 5 6

紙　類 2 2 2 2 2 1 5

金属類 2 2 3 2 2 4 8

建築材料 3 3

化学
5 13

合　　　書十 7 10 43 46 54 82 93 115 152

明治33年r山梨県統計書↓ 大正7年r山梨県統計 昭和14隼r臨時

明治35年r勧業年報↓　r県 書↓大正7年r主要貨
国勢調査結果菱

ウエイト作成資料 下各街道ヨリ輸入惣額」 物府県別発着数鼠表』
昭和14年r商榮統

計剤．昭和13隼
r山梨県続計智』
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シェ式では比較時点ごとに価格と数量を調査しなくてはならない．明治初年

から昭和戦前期までを扱う本稿において，明治初年から毎年，数量を得るの

は，資料と労カの制約から困難なので，パーシェ式を採用するのは不可能で

あろう。また，ラスパイレス式にしても明治初年から昭和戦前期までの長期

にわたり，1年次のウエイトを固定して用いるのも適切ではない．そこで，

本稿では1873年から1938年までを3期に分割し，各期間ごとにウエイトを

作成してラスパイレス式の指数を求め，それらをリンクして全期間にわたる

卸売・小売の両物価指数を推計した．ただし，採用品目の出入のために，各

期間の中をさらにいくつかの小期間に分割し，適宜ウエイトの配分・統合の

操作をおこなった．

　次に各期のウエイト作成の資料の特徴と，その方法について，説明したい．

［卸売ウエイトの作成］I期・II期の卸売ウエイトの作成は，県内で生産さ

れる晶目の生産価額に，県外から移入される品目の移入価額を，足し合わせ

る方式を採った．すなわち，①生産統計から生産価額のみが得られる場合は

その生産価額を，②県外からの移入価額のみが得られる場合13）はその額を，

③生産価額と移入価額の両方が得られる得られる場合14）はその合計額を，そ

れぞれ卸売推定額と見なして卸売ウエイトを作った．

　まず・第I期は鉄道開通前の状態をあらわすものである．鉄遣は中央線が

明治36年に甲府まで達した．鉄道開通前の状態のウエイトなら，開通寸前

の明治33年よりも・明治初期から中期にかけての年次をウエイト作成の年

次に選ぷようが，より望ましいかもしれない．『山梨県勧業年報』や『山梨

県統計書』から生産価額が得られるからである　しかし，山梨県にとって重

要なウエイトを占める林産物（木材・薪炭）の生産価額が，掲載され始める

のが，明治32年の県統計書からである．これは，明治32年の農商務統計様

式の改正15）によるものである．改正初年の32年ではなく33年の数値を採っ

たのは，2年目のほうが数値がより確かなものになっていると考えたからで

ある．生産価額は，そのほとんどが明治33年『山梨県統計書』の生産統計

から，これで得られない醤油・酒の生産量は明治35年『勧業年報』の明治
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34年データから採った．県外からの移入価額は，明治33年『山梨県統計

書』所収の「河岸場の輸入物品」表と，『県下各街適ヨリ輸入惣額』表から

採った．このうち前者の「河岸場の輸入物晶」表は，富士川舟運の終点であ

る鰍沢河岸で捉えた移入量である．塩・砂糖・石油・干鰯など県内では生産

されない物品は，そのほとんどが富士川舟運によって移人された．この表か

ら直接，33年の移入価額が得られる．後者の『県下各街道ヨリ輸入惣額』

表は，小野田元煕山梨県知事が中央線開通前に，鉄道開通による経済効果を

力説した意見書16〕に付表として付けられたもので，県外から各街道を通って

移入される晶目の移入量，鉄道開通前の現在の輸送費用額，開通後の予想輸

送費用額，その運賃低下差額が掲出されている．この移入量データは，「輸

送業者ノ簿冊二登載セラレタルモノ」で，恐らくこの意見書が書かれた前年

の明治30年の数値と患われる．鰍沢河岸で陸揚げされた物品は駿州街道上

を運ばれたから，富士川舟運による移入物もこの表の移入量に含まれている

と思われる．この移入量に33年の価格を乗じて移入価額を算出した．そし

て各品目ごとに，二つの移入価額データ（「河岸場の輸入物晶」表・『県下各

街道ヨリ輸入惣額』表）の比較をして，大きい数値のほうを採用した．

　次の第II期は，鉄道開通直後の状態であり，大正7年『山梨県統計書』

の生産統計と，『主要貨物府県別発着数量表』（大正7年度，鉄道省運輸局）

の山梨県着の貨物数量から卸売段階の価額を推定し，ウエイトを作った。大

正7年を選んだ理由は，全国規模の府県ごとの鉄道輸送量データである『主

要貨物府県別発着数量表』が存在するからである．管見のかぎりでは大正7

年がこの種類の数量表が存在する最初の年であろう．この『主要貨物府県別

発着数量表』は，鉄道貨物の発着量が府県ごとに地域問取引行列になってお

り，晶目ごとに，山梨県への発送元の県とその量，山梨県からの発送先の県

とその量がわかる．本稿では晶目ごとに山梨県への到着量を価額に変換し，

生産統計の価額と合計して，卸売段階の価額とした．

　そして最後の，第III期は戦間期であり，昭和14年『臨時国勢調査結果

表』17）の山梨県の部と昭和14年『商業統計表』の山梨県の部と，昭和13年

936



　　　　　　　戦前期甲府における卸売・小売物価指数の推計　　　　　（143）

『山梨県統計書』の生産統計から，卸売段階価額と，小売段階価額を推定し，

ウエイトを作った．その『臨時国勢調査結果表」第一巻には，米穀販売，雑

穀販売などの営業の種類ごとに，小売店・百貨店・生産小売商・卸小売商・

露天行商・卸売商・貿易商・産業組合・消費者団体の共同購買・其の他の共

同購買及共同販売・物晶販売の仲介の11種の営業の形態ごとの売上額が，

第六巻には指定物晶ごとに小売額，卸売額，仲介取扱額が記載してある．こ

の臨時国勢調査は，本稿で求めようとしている小売価額，卸売価額が比較的

直接的に得られる貴重なものなので，これを中心に据えて，『商業統計表』

と『山梨県統計書』とで補って，品目毎に卸売価額と小売価額を推定した．

［小売ウエイトヘの変換］小売ウエイトが実際の小売価額から推定できるの

は第III期だけである、他の二期は，小売価額データが存在しないことから，

直観小売価額から小売ウエイトを作成することができない．そこでこの第

m期の生産価額あるいは卸売価額と，小売価額との比率（この比率を小売

係数と呼ぶことにする）を計算し，この比率を他の二期の生産価額・卸売価

額に乗じて小売価額を推定し小売ウエイトを作成する方法をとった．だが，

この方法では，生産価額・卸売価額と小売価額との比率が，明治初期から一

貫して変化していないことを前提としていることになる．その妥当性を確認

する手段が現在のところないし，何よりも小売価額を直接得られないことか

ら，現段階ではこの方法しかない．したがって，この方法で作成された小売

物価指数は，卸売物価指数に比べて精度が落ちることを認識した上で，分析

に使う必要がある．

　こうして得た晶目毎の卸売・小売ウエイトを，本稿末の付表1に掲げた．

　表2は，グループ別のウエイトである．工産物総合のウエイトに着目する

と，卸売・小売ウエイトともに，II期からm期にかけて1Oポイントほど

大きくなっている．これは実態以上に，ウエイト作成の元になった資料が

『山梨県統計書』の生産統計のほかに，『商業統計表』と『臨時国勢調査』を

使ったことによって，工産物のウエイトのカバリッジがそれ以前の期に比較

して格段に向上したことによる．また，工産物総合の小売ウエイトが，I期
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表2　グループ別ウエイト表 （単位は％）

S~1= ~C~I :L 4 h /J¥ ~:~ ~ .: 4 h 

I
 

I
I
 

Ill l
 

I
l
 

III 

~
l
 873~ 880- l 886 - 894~ 899 ~ 922~ 1873- 880 - 886~ 894 ~ 899~ 1922-

1881 l 887 1895 1901 1924 1938 1881 1887 1895 1901 1924 1938 

~:~~~iUl:,V 53.96 53.21 3B.44 38 09 36.50 24.58 50 68 45.07 45.07 44.18 50.63 26.40 

~
~
 

14.77 14.64 15.48 12.16 
~~i~~~~ 

~:~~ FE Do 0.48 o 63 0.67 o.89 1 06 2.28 

5396 53.21 5321 5321 5z61 3741 50.68 45.07 45 07 45.0r 5170 28.68 
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1~;~~~;~{**A 1. 39 139 1.39 3.33 6 46 9.57 9.57 9 57 &55 854 

~~~~~T 2 25 3.38 

~~~~ur] rl 40.26 39.70 7.00 7 oo 7.52 8.51 4 1 .93 38.56 17.82 l 7.82 17.18 26.52 

0.36 0.36 0.31 35 35 21A9 21.49 ll.60 16.40 

~e)~I "OOD 2 15 6.68 

~i~4 5 7B 5.70 l OO l OO l.41 l.OO 7 39 6.80 3.14 3.14 4.16 2 18 

~~*4 0.92 0.92 1 88 2.25 1.47 1 47 2.82 2 94 

I~~~l 
~~~~ 0.47 0.47 l.64 l.BO 0.89 0.89 2.92 2.79 

~~I~~: o 34 0.34 O 71 0.83 o.55 0.55 l.08 l.09 

~~~;~t~I 0.28 0.12 

4t ~~ 0.71 0.66 

J;~~~,t,;lA ~SflJ~~ ,~ 46. 04 45. 40 4540 45.40 ･ 44.06 5388 49.32 45.36 45. 36 45.36 3976 59.40 

注〕斜体はグループ内の合計値。

からII期にかけて6ポイントほど低くなっているが，これは生産価額・卸

売価額に機械的に小売係数を乗じて小売ウエイトを作成したことによると思

われる．これらは，いずれも今後改善をはかる必要があろう．

3作或された卸売・小売物価指数の性質

　卸売物価指数については，県内の生産統計のほかに，県外からの移入統計

を加味したことにより，卸売ウエイトとしてはより現実的になったであろう．

それでも，生産統計の割合が大きいことから，流通段階で言えぱ卸売段階よ

り，むしろ生産段階を反映している．すなわち，卸売物価指数には，山梨県

の生産面に大きなウエイトを占める，繭，桑，生糸など蚕糸業関係や，甲斐

絹に代表される絹織物関係のウエイトがそのまま反映しているのである．卸

売物価指数というより，山梨県の現実の生産面物価指数と言うべきかもしれ

ない．山梨県の県経済の趨勢を分析するには，このほうがむしろ好都合であ
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ろう．

　小売物価指数については，家賃，電気料金，輸送運賃，通信料金を除外し

た消費者物価指数に近いものであろう．この点は，後に消費者物価指数との

比較で確認できる．

4推計結果と他推計との比較

　算出された卸売・小売それぞれのグルーブ別の指数と総合指数を，付表2，

付表3に掲げた．また，比較のために甲府の本推計と他地点の推計とをグラ

フ化したものを図1と図2に掲げた．図1に，本稿で推計した甲府の卸売物

価指数，有田・中村［1992］が推計した東京卸売物価指数，Tussing

［1966］が推計した甲府の物価指数18），岩橋［1992］が推計した松山の物価

指数19）を掲げた．また，図2に，本稿で推計した甲府の小売物価指数と，大

川［1967］における家賃を除いた消費者物価指数（都市消費者物価指数と・

農村のそれの加重平均），尾高［1972］が推計した大阪の消費者物価指数を

掲げた．他推計とは品目数やウエイトのかけ方が，本推計とは異なっている

ので，強い結論を導き出すとこはできないが，これらを比較して，観察され

る点を二，三指摘しておこう．

　まず，鉄道の開通による運賃低下の影響は，期待したほど指数には反映し

ていない．山梨県に中央線が開通したのは，1901年から1903年にかけてで

あるが・甲府の卸売・小売指数はこの時期に大きな変化は示していない．こ

の原因は二つ考えられる．一つは，運賃低下による，県外からの移入物の価

格の低下と，県外への移出物の価格の上昇とが相殺し合うた結果であるとい

うこと20），もう一つは，1906年以降頻繁に山梨県を襲った大規模水害によ

る物価の上昇が，運賃低下による効果を減殺したということである．いずれ

にせよ，今後，品目ごとの詳細な分析が必要であろう．

　次に，第一次大戦による好景気の時期の物価上昇が，卸売・小売とも，甲

府においては他地点より大きい．またその後しばらくは低下せず，他地点よ

り物価が高い状態がしぱらく続いた．
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　全体としてみれぱ，不連続な部分や異常値と思われる点はなく，本推計は

おおむね妥当なものであることが確認できた．

　1）都市・農村の消費者物価指数を推計しているが，もとになつた物価資料はほ

　　とんどが東京のものである．

　2）Tussingは，消費者物価と銘打っているが，実際使。ているデータは，卸売

　段階価格である．品目は，甲府の精米，麦，酒，醤油，味噌，塩，種油，薪，炭

　（以上1880－1911）・猿橋の甲斐絹（1880－1903），甲府の花色絹（1903－l1），東

　京の綿布（1892－1911）である。ウエイトは，外国との輸出入量を加味しつつ，

　1903－07の全国生産量を使っている一詳細は，Tussing［1966］p．91の注を参照．

　3）「大蔵省第139号（明治6年10月5日）」・「租税寮第31号（明治6年11月

　15臼」）（農林大臣官房統計課［1932コp．39～33）．

　4）細谷［1976］p，32によると，物価調査などの基礎的情報収集作業はほとんど

　大蔵省が開始したという．

　5）松田［1980］p．127の「物品名一覧表」を参照．

6）「農商務通信手続及通信事項（明治19年兵庫県達乙第137号）」（農林大臣官

　房統計課［1932］p．215）．

7）松田［1980］p，41～42図3を参照．

8）松田［1980］p．125．

9）梅村ほか［1983コp．22．

1O）「農商務省訓令第11号（明治37年）」（農林大臣官房統計課［1932］p．446，p．

　509）．

11）「農商務省訓令第13号（大正3年）」（農林大臣官房統計課［1932］p．580）．

12）　ラスパイレス式とパーシェ式に関する説明は，中村ほか［1983］第V章，森

　田［1970］第4章を参照のこと、

13）食塩砂糖，藍玉，石油，石炭，干鰯，錬搾粕，熟鉄，鋼がこれに当たる．

14）米，大麦，大豆，繰綿，茶，醤油，和酒，綿布，紙，甘藷がこれに当たる．

15）「農商務省訓令第34号（明治32年）」（農林大臣官房統計課［1932］p．392以

　下）．

16）小野田元煕『中央鉄道敷設に付意見書』明治31年（山梨県立図書館蔵）．

17）この昭和14年『臨時国勢調査結果表』は，戦時体制に向けての「物の国勢調

査」と言われるものである一詳細は松田［1978コp．106～107を参照のこと．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　941
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付表1品目
卸　　売　　ウ　　エ　　イ　　ト

1
I
l

111

973一島1 980－87 986－95 宮94－1901 899－1907 1905－13 911－25 922－32

慶産物一膣産晶

米 2百23．01 2783．70 142冒．75 1415．81 1768．06 1冊5．78 1635．78 862．23

大麦 2160．95 2130．86 626．55 618．50 321．11 297．09 297．09 612．02

小麦
4研．12 461．12 161．38 149．31 149．31 16586

裸麦 4．15 701 6．49 6．49 Lヨ5

揚麦
1．35

大豆 412－35 406．61 20869 206．80 14225 113．42 11342 21．28

小豆
1033 1o．舶 5．伽

碗豆（えんどう）
281 2．馴 1．46

蚕豆（そらまめ）
3．3伍 3．36 2．74

落花生
工．6回 L68 O　m

菜豆（インゲン豆）
4．54

粟
2194 2i．94 4．53

稗
4π 4．71 0．50

黍
2．40 2．40 ヨ05

玉し！く黍
37．53 37．53 17．91

蕎麦
12．70 12．70 “7

梅
3．33 3．16 4．56

甘藷
78．74 7471 22．幽

馬鈴瑠
23．71 22．蝸 31．33

胡瓜（キウリ）
664 1O．30

越瓜（シ回ウリ）
2．01 3．91

南理（カボチキ）
635 6．02 6．48

茄（ナス〕 13回o 1309 16．45

蕃茄（トマ｝）
O．06 389

花百合（ハナ刈）
O．31 1．32

藩衝（大根）
2763 2622 22．13

蕪脊（カプラ）
0．87 O．8ヨ O．40

胡魎習（ニンジン）
8．51 8．08 8，09

牛勇（ゴボウ）
1301 1235 1L97

里芋
20．15

蓮根
20宮 1．98 1．42

葱
9．11 8．65 7．73

葱頭（タ守ネギ）
o．26 O．25 2」2

甘藍（キ干ぺ一ジ）
O．58 487

西瓜（スイカ）
O．06 2．02

舌甘瓜（マクワゥリ）
O．27 006

桃
6．49 5．53 2．38

桜跳
O．21 13．57

梨（日本種）
3．62 3．09 1．皿8

梨（西洋種）
O19 016 014

柿（生㈲
8．29 18．93

林楡
043 O．37 O．50

枇杷
o03 0．O茗 O．04

密柑
047 O．06

ネープルオレンジ
0．033 O．001

夏糧（ナツミカン）
O．03 O．皿1

葡萄
738 7．31 6836 4654 39．65 68．44

粟（生栗）
5．95 5．07 200

粟（揚栗）
0．37

柿（干柿）
4．82 9．27
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~IJ~>-4 h 

1』、；着ウエイト
I I

1
1n

1930－38 m73－81 1980－87 1986－95 1894－190 1899－1907 1905一工3 1911－25 1922－32 1930一ヨ8

86223 414661 3687．27 3389．17 ヨ322．42 4328．89 3807．91 ヨ目07．91 1a89．80 1889．80
16202 399．44 35519 18700 1冒2．田5 98．94 87．Oヨ 目7．03 44．69 44．69

165舶 139．44 13617 4972 43．74 4374 4575 45．75

1．35 1．23 2．16 1．90 1．90 O．37 O．37
135

O．37 0．37
21．28 522，21 464．36 426．82 41固．41 ヨO028 227．65 22765 4022 40．22

5．41 20．74 20．74 1O．23 10．23

1．46 5．64 564 2．77 2．77
2．74 6．74 6．74 5．18 5．18
o．10 3．36 3．36 O．18 O．18
4．54

8．58 8．58
4．53 1ヨ2．19 132．19 25．71 25．71

O．50
28ヨ7 28．37 2固5 2．85

3．05 1446 14．46 1728 17．28
1791

226．09 22伍．09 lO1．56 1O156
4．77 76．5工 7651 2708 27．08

4．56 225 2」3 2．89 2舶

22幽 5309 50．37 14，50 1450
3133

15．98 15」7 1989 19．89

10．30
4．47 6．54 65｛

罰．91
1．茗5 2．4百 2．48

6柵 4．2目 4．06 4．11 411
16．45

9．30 8．藺3 1O．44 1O．44

3．89 o．04 247 247
1．32 O．21 O．84 o．84

22』3 18，63 1768 14．05 14．05
皿．40

O．59 056 025 O．25
8．09 5．74 5．45 5．14 5」4
11．97

8．77 日．32 7．60 7．60
2015

12．79 12．79

1．42 1．40 133 O．90 O．90
7．73 6．14 5．8ヨ 4．91 4．91
2．12 O．17 o」7 135 1．35
4．87 0．39 3．09 3．09
2．02

O．08 2．49 2．’9

O．06 035 o08 O．08
2珊 849 7．23 2．93 293
13．57 027 16．7ヨ 16．73

1．08 4．74 4．04 1．33 工．3ヨ

皿．14 025 O．21 o．H 017
1畠朋 1O．85 2333 23ヨ3
皿．50

O．57 O．48 0．61 o．61
o04

0．04 O．03 O．04 0．04
o．06 O．61 O．07 o．皿7

O．001 O．04ヨ O．O01 O　OO1

0．O1 004 O．01 O．Ol
68．44 9．84 9．65 94．11 60．91 5190 84．34 84．34

2．37 7．78 6．63 2．47 2．92

046
9．45 407 7．36 7．50

943 



（150） 一橋論叢　第118巻 第6号　平成9年（1997年）12月号

付表1 品目別ウ

卸　・売　　ウ　　エ　　イ　　ト

I H m
1973－81 1980－87 1986－95 894－1901 899－1907 1905－13 1911－25 1922一ヨ2

甘藷切干 0．45

切干大根 O．02

碕襲芋 6．42 1．59 1602

漬菜 5．22 5．22 1L15

沢庵 8．47 522 522 11．15

梅干 冒〃 5．22 5．22

緑茶 6．93 6．87 248 2．29 2．29 1．66

繰綿 η．63 76．9ヨ 3．41 1．58 1．58

実綿 1．58 15目 052

楮 0．78 0．78 O．96

三憤 5∫o 500 5．15

菜種 i8ヨ 1舶 5．23

胡麻 0．73

藺 血27 O．27 O．03

葉煙章 36．43 36．10 4．75

刻煙草 3643 3610 4．75

粂 947．9筥 939．40 1149．86 10舶日3 1063．83 846月5

慶産物一蘭

繭 M77．26 146389 1548．蝸 1548．18 1548．18 i21639
’

農産吻一畜産品

牛肉 48．19 28．31 28．31 28．31 2．65

豚肉 11日7

鶏肉
12．38

牛乳
1血、19 lo．19 10．10 23．00

鶏卵 24．22 24．22 2422 169冒

林産物一材木頚

ペニア板

枕木 17．28 17．28 17．2固

杉尺〆二間 8．90 890 7．71 7．71 7．71 70．50

杉六分板 7．71 7．71 7．71 70．50

杉丸太 7．71 7．71 7．71

杉四分板 8．90 890 7．71 7．71 7．71

米杉板

松尺〆二間 13．49 13．49 15．87 15．87 15．87 81．95

松六分板 13．49 1349 15．87 1587 15．87 81．95

松丸太 15．87 15．帥 15．87

松四分板 15．87 15百7 15．87

椎尺〆二閤 12．60 12．60 12．60

樽尺〆二間 2．26 2．26 2．26

屋根板 6．14 6．14 6．14

竹
L58

林産物一齎炭

薪 32．31 21．92 2i．92 6325 63．25 63．25 l07．25

木炭 106．93 72．55 72．55 137．03 137．03 137．03 232．35

水産吻

鯛
20．12

鮪
20．12

生鯖

塩腫
184．29

工産吻一念科晶

小麦粉
312－86

944
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,:4 h (~~'~) 

’’、；旨ウエイト
1 n 111

1930－38 1973－8一 1980－87 1986－95 1894－190 1899－1907 1905－I3 1911－25 1922－32 1930－38

O．ヨ5

002
1632 5．41 1．34 12．72 12．95

11．15 17．22 17．22 34．59 茗4，59

11．15 2986 17．22 1722 34．59 34．59

29．36 1722 17．22

1．66 354．52 34754 130．66 114．93 i14．93 78．49 78．49

052

O．96

5．15

5．23

073

O．03

84685

1216．ヨ9

2．65 88．75 44．04 44．04 44．04 8．56 8．56
1187

38．38 珊．ヨ田

12．38 4000 40．皿o

23．00 4603 46．03 46．03 O．46 0．46
1698 16．02 1602 1602 140．36 140．36

42．87 畠O．3目

7．21 721 7．21
4皿．42 3肪 395 3．21 ヨ．21 3．21 22．03 2．36
40．42 3．21 3．21 921 22．03 2．36

3．21 3．21 3．21

395 3．95 321 3．21 3．2i

40．42
2．36

46．99 5．98 5舶 6．62 6．62 662 25．60 2．74
46．99 5．98 5．9日 6．62 6．62 6．62 25．60 2．74
46．99 662 662 6脱 2．74

6．62 6．62 6．62

5．25 5．25 5．25

O．94 094 o．94

2．56 2．56 256
136

o．犯 O．08

1皿7．25 60508 592．53 592．53 512．田6 肌2．86 512．86 305．35 ヨ05．35

232．35 352．02 舳71 344．71 286．51 286．51 28651 452．75 452．75

13．41 日0．78 5385
13．41

80．78 53．85

13．41 5385
］84．29

176．46 176．46

312．86 918．43 974．92

945 



（152）　　一橋論叢 第118巻第6号 平成9年（1997年）12月号

付表1 品目別ウ

卸　　売　　ウ　　エ　　イ　　ト

1 1
1 m

1973－81 i980－87 1986－95 894－1901 1899－1907 1905－13 1911－25 1922－32

味噌 62．29 8．94 894 1036 10．ヨ6 1o．36 4．57

醤油 502．34 487．57 70．00 7000 η．08 77．08 7708 33．98

食塩 759．81 73747 105．88 105．88 11”6 H926 119．26 25．26

和白砂糖 23．28 23．28 48．03 48．03 96．07

和赤砂糖 23．28 23．2冒 48．03 48．03

洋自砂糖 23．28 2328’ 4803 48．03 96．07

洋赤砂糖 23．28 23．28 蝸03 4803

精製糖 120．90

分密糖
12皿．9｛〕

鯉節 3687 3687 40．59 40．59 40．59 35．79

大豆油

滴酒 2763．96 2682．71 385」6 385．16 312．20 31220 312．20 131．〃

ピール
46．aO

サイダー
18．41

工産物一被朋・繊維品

モスリン
2．ヨ6

セ’レ 肺o

銘仙

羽二重 469．04

富士絹

甲斐絹 893．81 893固1 483．61 48361 483．61 980．鵬

花色絹 89381 咀舶目1 483．61 4鵬．61 483．61

絹紬

緒緬
茗．75

縞木綿

自木綿 35．05

晒木綿 3457 3457 13．73 1ヨ．7ヨ 13．73 455

ネル
1491

澤生金巾 34．57 ヨ4．57 13．73 13．73 13．73 25．01

晒金巾 34．57 34．57 13．73 13．73 13．73 25．01

綾木綿

綿繕子

粗布

捺染耕

天津打綿 4．62

紡績綿糸 3159 31．59 25」1 50．22 5022 4．62

洋産編糸 3159 31．59 25．H

生糸 1582．67 1582．67 200796 2007．96 2007．96 2056．78

大麻 1．31 1．31 1．oヨ 1．03 1．03

藍玉 281目 28．18 22．40 22．40 22．40

工産曲一身の回りの晶

靴下 21．16

爾傘

桐日和駄 81』6

足袋 113－10

工産物一燃料

石炭 83．90 8300

常磐炭 13．74

九州炭

北潅道炭

コークス
13．74

946
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*4 h (.~~) 

小売ウエイト1 H m
1930－38 1973－8 19固O－87 1986－95 1894－190 1899－1907　1905－13 igll－25　1922－32 1舶O－38
457 192．皿 76．22 76．22 83．Ol 83．01

33．98 74656
83．O1　　31．17

652．柵
14．23

259．O 25901 268．14 268．14

25．26 96343
268．14　　140．93

幽202
105．88

334．25 334．25 353．96 535．96 353，96　　6ヨ．固6 78，72
26．64 26．64 5157 51．67 10334
26．舶 2664 5167 51伍7
26．64 26．64 5167 51．67 103．34

2664 26．64 5167 5167
12090

120．90
11O．77 37673

17．89
］10．77 976．73

145．08 145，08 15019 150．19
1789 150．19　　11278 55．76

131．47 別82．80 216990
55．76

86137 86L37 6564ヨ 656．蝸

4田80
656．43　　679．88 409．68

18．41
49．16 145．84

43387 57．36

236

8．50
4固85 4885

28．10
6843 68．蝸

l0792 272．田5

197．92
620．29 209．74

82777 209．74
658．81 658．田工 333．OO 333．00 ヨ3300　　26407 178．58

658．81 658．81 333．OO 333．OO

198．74
3ヨ3．00

3．工6
43．36

27．37
9236 62．46

25．87
1蝸．93

336
177．36 121．50

110．91 110．91 41．13 伽．13
1］．O1

4113　　　88」3 60．37

6．15
75．57

110．91
51，77

11091 4i．13 41．13
615

41．13　　　57，97 13．24
110．91 110．91 41．13 41．旭

615 41．13　　　57．97 13．24

6」5
13．24

615 13．24

615 13．24

4．62
13．24

4．62
仙．73 似．73

224．41 224．41 166．62 333．25 333．25　　44．73 似．73
2244］ 224．41 16662

205678

ヨ8．20 38．20 27．91 27．91 27．91

12．11 12．1i 筥．99 8．99 8．99

17．25

39．77
65．70 5353

66」7
123．42

9222
288．96 205．35

313．81 2田617

246．η

6．87
24677

6．87
29．97 1499

6．87
1499

6．87 M．99
29．97 14．99

947 



（154）　　一橋論叢 第118巻第6号 平成9年（1997年）12月号

付表1 品目別ウ

卸　　売　　ウ　　エ　　イ　　ト

I
1
1 m

973－81 1980－87 986－95 894－1901 日99一一9皿7 905－13 Ou－25 922－32

7908 79．08 104．14 42．32 42．32 7174
石油

揮発油

菜種油 577．58 569．54 21．34 21ヨ4 37．20 15H 15．H O．71

工産物一肥料

干鰯
4587 ヨ058 62．63 62．6ヨ 62．63

45．87 30．58 62．63 6263 62．63 3．42
錬搾粕

30．58 62，6ヨ 62．63 6263 17．52

種柏
π．52

大豆粕
93．23

硫酸アンモニア

過燐酸石灰
93．23

智利硝石

工産物一紙窺

美測紙
15．02 15．02 18．74 18．74 18．74

半紙
ヨ1．69 31．69 14484 144．84 144．84

改良半紙
179．85

ハト回ン紙

板紙

印刷料紙

製紙用パルブ

工産物一金属類

和塊鉄
17．02 17．02 2ヨ．82 23．82 ヨ5．74

洋塊鉄
17．02 17．02 23．82 一3．82

銅板
20．72

銅練

鉄板（鋼板）
20．72

鋼条
2ヨ．82 23．82 35．74 20．72

釘

鉛
20．72

亜鉛板

賦カ板

工産物一建築材科
9．34

セメント 9．34
煉瓦

9．34
瓦

工産物一化学

晒粉

硫酸

苛性暫達
15．15

硝酸

氷酷酸

グリセリン

バラフィン

松脂

自色ペイント 1515
燐寸 1515
人造藍

25．52

石鹸
0－33

板硝子

合　　　計 10000 10000 10000 1O000 10000 1oooo 10000 10000

948
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-4 h (~~~~) 

’ト売ウエイト1 1
1

111

19ヨ0－38 1973－81 1980一ヨ7 1986－95 1筥94－190 1899－1907 1905－13 1911－25 1922一ヨ2 1930－38

35．87 24739 24739 ヨ0629 12446 124．46 156蝸 7822
3587 7822
O．71 738．95 67967 66．76 66．76 10940 刎．46 44，46 154 154

7ヨ．3ヨ 4889 94．M 94．14 94．14

3．42 73．3ヨ 48．89 94．14 94．14 9414 4．48 448
17．52 4889 9414 94．14 94．14 22．94 22．94

π．52 22．94 22．94

62．15 122，06 81．38

62．15 12206 81．38

62．15 81．38

28．49 28．49 3342 ヨ3．42 3342
60．12 60．12 258．33 258．33 258．33

168．ヨ9 27942 113．髄

2．87 41．39

2．87 4139
2．87 41．39

2．87 41．39

27．35 27．35 35．98 35．98 5397
2735 2735 35．98 35．98

10．36 13．63

1036 27．26 13．63

1036 27．26 13．63

］O．35
13．63

10．36 35．98 35．98 53．97 27．26 13．63

10．36 13．63

10．36 27．26 13．63

10．36 13．63

9．34 4．16 4．16

9．34 4．16 416
9．34 4．16 4．16

413 1．40

413 1．40

413 5．12 1．40

4．13 1．40
4．1ヨ

1．40

4．13 140
4．13 14皿

4．13 1．4皿

4．13 140
4．13 5．12 140
413 512 1．40

25．52 45．69 45．69

0．ヨ3
5．39 5．39

10000 10000 10000 10000 一〇〇00 10000 lOO00 100皿O 10000 10000

949 



平成9年（1997年）12月号第6号第118巻橋論叢（156）
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（160）．　一橋論叢第118巻第6号平成9年（1997年）12月号

　18）家賃を除いた，固定ウエイトの指数を使用．原指数は1985－87＝1OOの指数だ

　　が，比較のため，本稿で推計した甲府の卸売物価指数（1934－36＝100）の1911

　　年の指数85と一致するよう、1911＝85基準の指数に変換した。

　19）原指数は1884＝100の指数だが，比較のため・東京の有田・中村指数（1934－

　　36＝100）の1913年の指数79と一致するよう，1913＝79基準の指数に変換した・

　20）県外からの移入物の価格の低下については，加藤［1997］を参照のこと．

　　　　　　　　　　　　　　　　［引用文献］
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